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こ
れ
ま
で
の
経
緯

「
御
用
邸
が
あ
る
町
と
し
て
友
好
関

係
を
築
き
た
い
」
と
い
う
葉
山
町
議
会

議
員
有
志
の
提
案
が
き
っ
か
け
に
な
り
、

平
成
24
年
か
ら
５
回
に
わ
た
り
双
方
の

議
員
が
両
町
を
訪
問
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
見
交
換
や
議
会
改
革
な
ど

の
情
報
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

両
町
長
は
、
互
い
の
資
源
を
生
か
し
た

交
流
に
よ
っ
て
両
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
の
考
え
や
、
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
協
力
体
制
の
構
築
に
力
を
入

れ
る
姿
勢
を
共
有
し
、
表
敬
訪
問
や
オ

ン
ラ
イ
ン
懇
談
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

葉
山
町
っ
て
ど
ん
な
町
？

▼
概　

況

東
京
都
心
か
ら
約
50
㎞
、
三
浦
半
島

西
北
部
の
丘
陵
地
域
で
、
北
は
逗
子
市

に
、
南
と
東
は
横
須
賀
市
に
接
し
て
い

全
国
に
３
カ
所
あ
る
御
用
邸
の
う
ち
、
那
須
御
用
邸
を
有
す
る
当
町
と
葉
山

御
用
邸
を
有
す
る
神
奈
川
県
葉
山
町
は
５
月
８
日
、
那
須
町
役
場
で
友
好
都
市

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
平
山
幸
宏
町
長
と
山
梨
崇
仁
（
や
ま
な
し
た
か
ひ
と
）

葉
山
町
長
が
同
協
定
書
に
署
名
し
、
両
町
の
交
流
と
発
展
に
互
い
に
協
力
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
当
町
と
し
て
は
、
茨
城
県
大
洗
町
、
福
島
県
会
津
美

里
町
に
続
き
３
つ
目
の
友
好
都
市
協
定
と
な
り
ま
す
。

ま
す
。
相
模
湾
沿
岸
の
西
部
や
逗
子
市

方
面
の
北
部
を
中
心
に
市
街
地
が
広
が

り
、
東
部
は
山
林
が
多
く
残
り
ま
す
。

南
北
４
㎞
の
葉
山
海
岸
は
、
砂
浜
と

岩
場
が
交
互
に
連
な
る
美
し
い
景
観
で
、

３
つ
の
海
水
浴
場
と
マ
リ
ー
ナ
が
整
備

さ
れ
、
海
水
浴
や
磯
遊
び
、
ヨ
ッ
ト
や

ボ
ー
ト
、
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど

の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
町
と
し
て
広
く

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
ヨ
ッ
ト

発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
町
の
花　

つ
つ
じ

▼
町
の
鳥　

う
ぐ
い
す

▼
町
の
木　

く
ろ
ま
つ

▼
面　

積　

１
７.
０
４
㎢

▼
人
口
・
世
帯
数

合
計　

３
２
，
９
６
１
人

男　
　

１
５
，
６
０
９
人

女　
　

１
７
，
３
５
２
人

世
帯　

１
４
，
６
１
８
世
帯

（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）

○
御
用
邸
と
と
も
に
歩
む
町
の
誇
り
と
、

葉
山
に
住
む
人
々
の
心
を
歌
う
「
葉
山

町
歌
」
の
３
番
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
葉
山
町
歌
（
３
番
）

町
の
ま
ほ
ろ
ば
一
色
に

宮
居
し
ず
ま
る
御
用
邸

町
の
誇
り
と
町
び
と
の

ふ
り
さ
け
仰
ぐ
松
の
空

人
う
つ
く
し
き
葉
山
か
な

夢
ゆ
た
か
な
る
葉
山
か
な

神
奈
川
県
葉
山
町
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結

　
　
　
御
用
邸
が
つ
な
ぐ
縁
　
両
町
の
交
流
と
発
展
を

＊
第
四
次
葉
山
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
、

葉
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
も
と
に
掲
載
。
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